
平成13年から始まった第七葛西小学校の庄内米づくり授業。今年は５年生86人が田植え

を体験しました。都内ではめったに見られない風景です。田んぼの中に足を入れるだけで

「キャー・キャー」と大騒ぎしながら、田植えを楽しみました。

第七葛西小学校では稲の刈取り・脱穀・精米までを児童や保護者たちで行い、収穫した

お米は収穫祭の時におにぎりにして食べ、大地の恵みを感じられる食育を教育方針の一つ

にしています。
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広報

ホ
テ
ル
シ
ー
サ
イ
ド
江
戸
川
に
於

い
て
は
、
２
０
１
５
年
度
自
主
事
業

企
画
と
し
て
、
江
戸
川
区
友
好
都
市

フ
ェ
ア
を
企
画
。
鶴
岡
フ
ェ
ア
は
２

０
１
５
年
９
月
５
日
〜
28
日
の
期
間

で
開
催
致
し
ま
し
た
。
　
　

主
旨
と
し
て
、
友
好
都
市
で
あ
る

鶴
岡
市
の
ご
紹
介
を
主
な
目
的
と

し
、
特
に
、
２
０
１
４
年
12
月
に
ユ

ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に
加
盟
認

定
を
受
け
た
事
か
ら
、
そ
の
食
文

化
・
食
材
の
紹
介
は
勿
論
、
鶴
岡
市

様
の
全
面
的
協
力
を
得
て
古
く
か
ら

伝
わ
る
伝
統
産
業
・
工
業
の
紹
介
・

展
示
も
併
せ
て
実
施
。

同
時
に
鶴
岡
地
区
物
産
協
同
組
合

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、小
規
模
な
が

ら
物
産
の
展
示
・
販
売
も
行
い
ま
し

た
。期

間
中
は
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
江
戸
川
区
民
の
皆
様
の

み
な
ら
ず
、
遠
方
よ
り
葛
西
臨
海
公

園
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
他
道
府
県

の
皆
様
に
も
広
く
、
鶴
岡
市
の
事
を

ご
紹
介
出
来
た
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
期
間
限
定
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ご
料
金
に

て
当
館
に
ご
宿
泊
い
た
だ
け
る
「
鶴

岡
市
民
プ
ラ
ン
」
の
販
売
を
開
始
し
、

よ
り
多
く
の
方
が
江
戸
川
区
を
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
当
館
の

「
江
戸
川
区
の
迎
賓
館
」
と
い
う
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
こ
ち
ら
に
関
し

て
も
今
後
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
来
期
に
於
い
て
も
鶴
岡
フ

ェ
ア
は
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
り
、
今
期
の
反
省
点
と
し
て
、

食
文
化
・
食
材
の
紹
介
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
も
、
食
材
的
に
端
境
期
の

開
催
と
な
り
、
中
途
半
端
な
ご
紹
介

の
形
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

後
は
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
様
の
ご
協

力
の
元
、
開
催
時
期
の
選
定
を
し
っ

か
り
と
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
来

館
い
た
だ
き
、
両
都
市
の
架
け
橋
の

一
端
を
担
え
る
よ
う
、
よ
り
充
実
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
ど
や
し
き
応
援
団

岡
田
光
年
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
１
０
年
よ
り
ホ
テ
ル
シ
ー

サ
イ
ド
江
戸
川
に
勤
務
。
現
在
副

総
支
配
人
兼
料
飲
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
。
横
浜
市
出
身
。
二
児
の
父

4月2日(土)・3日(日)

4月3日(日)

5月3日(祝)・4日(祝)

5月8日(日)

5月15日(日)

5月15日(日)

5月22日(日)

5月22日(日)

6月4日(土)

7月7日(木)・8日(金)

7月23日(土)・24日(日)

10月9日(日)

10月16日(日)

10月16日(日)

10月23日(日)

11月6日(日)

11月9日(水)・10日(木)

11月13日(日)

11月24日(木)・25日(金)

1月28日(土)

3月2日(木)・3日(金)

全国さくらシンポジウム

小松川千本桜まつり

花の祭典

清新町・臨海町ふれあいまつり

鹿骨区民館まつり

ときめきフェスタ2016

中央地域まつり

新田地域ふれあいフェスティバル

環境フェア

鶴岡の観光と物産展

金魚まつり

江戸川区民まつり

葛西まつり

小松川平井ふるさとまつり

中央・一之江ふるさとまつり

北小岩まつり

江戸川「食」文化の祭典

東部地域祭

鶴岡の観光と物産展

寒鱈まつり

鶴岡の観光と物産展

TOKIビル前広場(船堀)

都立大島小松川公園

鹿骨スポーツ広場

清新町緑道公園

鹿骨区民館

船堀駅TOKIビル前広場

東小松川公園

新田６号公園

総合文化センター

東西線西葛西駅南口広場

行船公園

都立篠崎公園

葛西区民館周辺

小松川小学校周辺

松江第五中学校周辺

小岩公園・小岩第三中学校

総合文化センター

東部区民館周辺

東西線西葛西駅南口広場

船堀駅TOKIビル前広場

東西線西葛西駅南口広場

その他予定、詳細等は鶴岡市のホームページから東京事務所をご検索ください。
ＵＲＬ：http ://www.c i ty . tsuruoka . lg . jp/

平成28年度

イベント
カレンダー

ワーイ！ガンダムだ

暑くないヨー

アー・ヤッショーマカショー

環境
フェアー

金魚
まつり

ふるさと
まつり

小松川平井



平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
に
鶴

岡
市
は
日
本
で
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
食
文
化
分
野

へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鶴
岡
市
の
「
食
」
が
持

つ
特
色
や
魅
力
そ
の
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
分
野
の
方
や
地
域
に

よ
る
、
食
文
化
を
守
り
発
展
さ
せ
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
も
含
め
て
、
総

合
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

①
多
様
な
地
形
・
は
っ
き
り
し
た
四

季
か
ら
生
ま
れ
る
多
様
な
食
材

鶴
岡
市
は
、
平
成
十
七
年
に
合
併

し
、
月
山
か
ら
日
本
海
沿
岸
ま
で
、

東
北
一
の
面
積
を
有
す
る
市
と
な
り

ま
し
た
。
標
高
約
２
０
０
０
　
か
ら

海
抜
０
　
、
し
か
も
日
本
で
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
や
、
近
年
ま
で
夏
の
最

高
気
温
を
誇
っ
た
ほ
ど
の
、
は
っ
き

り
と
し
た
四
季
の
変
化
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
特
色
の
あ
る
風
土
か

ら
は
、
四
季
折
々
の
多
様
な
食
材
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
在
来
作
物
が
五
十
種
類
以
上

な
か
で
も
一
番
の
特
徴
は
、
在
来

作
物
が
五
十
種
類
以
上
も
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
そ
の
代
表
格
は
、
だ
だ

ち
ゃ
豆
で
す
が
、
こ
の
在
来
作
物
と

は
、
農
家
自
ら
が
、
自
家
採
種
し
て

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
地
域
特

有
の
作
物
の
こ
と
で
、
伝
統
的
な
調

理
法
や
栽
培
方
法
と
と
も
に
伝
え
ら

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
生
き

た
文
化
財
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

③
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
食

さ
ら
に
は
、
千
四
百
年
の
歴
史
を

誇
る
「
出
羽
三
山
」、
五
百
年
以
上

の
「
黒
川
能
」
な
ど
、
長
い
歴
史
を

誇
る
文
化
の
中
に
は
、
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
料
理
が
あ
り
ま
す
。
出
羽

三
山
の
精
神
文
化
か
ら
生
み
出
さ
れ

て
き
た
精
進
料
理
や
、
黒
川
能
で
の

「
豆
腐
焼
き
」
な
ど
は
、
そ
の
象
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
高
等
教
育
機
関
、
料
理
人
、
農
家
、

市
民
の
連
携

ま
た
山
形
大
学
農
学
部
や
慶
應
義

塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
な

ど
、
鶴
岡
市
に
は
、
高
等
教
育
機
関

が
集
積
し
、
こ
こ
で
は
在
来
作
物
等

に
関
す
る
保
存
・
研
究
・
普
及
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界
で

活
躍
す
る
シ
ェ
フ
や
、
日
本
一
の
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
郷
土
料
理
店
、
庄

内
浜
の
食
文
化
を
伝
え
る
料
理
人
、

さ
ら
に
は
在
来
作
物
を
守
り
伝
え
て

き
た
農
家
、
今
で
も
家
庭
で
は
行
事

食
を
作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
市
民

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
食
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
鶴
岡
の
食
文
化
の
総

合
的
な
魅
力
が
世
界
の
食
文
化
都
市

に
相
応
し
い
と
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
十
月
、
鶴
岡
市
は
「
食
」
を
テ

ー
マ
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た

「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
に
出
展
し
、

ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
の
奥
田
政
行

シ
ェ
フ
に
よ
る
だ
だ
ち
ゃ
豆
や
、
出

羽
三
山
斎
館
の
伊
藤
新
吉
料
理
長
に

よ
る
精
進
料
理
な
ど
の
実
演
を
行
い
、

二
日
間
で
約
八
千
人
と
日
本
館
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
入

場
者
数
を
誇
り
、
鶴
岡
の
食
文
化
の

魅
力
が
海
外
で
も
伝
わ
る
と
い
う
実

感
を
持
っ
て
の
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ラ
ノ
万
博
で
の
成
果
を
活
か
し
、

今
年
二
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
食
科
学

大
学
と
の
交
流
事
業
も
行
い
、
外
国

人
目
線
で
の
食
文
化
の
魅
力
の
発
見

や
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向

け
、
今
後
も
増
加
が
予
定
さ
れ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
と
し
て
、
日

本
で
唯
一
の
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造

都
市
を
活
用
し
た
誘
客
を
図
る
と
と

も
に
、
農
業
や
観
光
な
ど
今
後
も
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

鶴
岡
市
企
画
部
政
策
企
画
課

食
文
化
推
進
室
長
　
秋
葉
敏
郎

3

「ダダチャマメ、ボーノ！！」
イタリア・ミラノ万博でだだちゃ豆を食べて、
感激する世界の人々。この時、だだちゃ豆は、

「世界で一番美味しい枝豆」になった！

「ユネスコ食文化創造都市鶴岡」

ユネスコ創造都市ネットワークとは
平成16年にユネスコ（国際連合教育科学文化機関）が創設。

創造的・文化的な産業の育成・強化によって都市の活性化を目指
す世界の都市が、国際的な連携と相互交流を行うことを支援する
枠組み。食文化のほか、文学、映画、音楽など７つの分野がある。
食文化創造都市としては、本市を含め世界で18都市が認定されて
いる。

日本初
の

日
本
初
の
ユ
ネ
ス
コ

食
文
化
創
造
都
市

鶴
岡
の
食
文
化
の

特
色
と
は

世
界
に
向
け
て

魅
力
を
発
信

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て

食文化ロゴマーク
ユネスコ食文化創造都
市であることをPRす
るために、ゴロマーク
を作成。鶴岡産の農産
物などに利用されてい
ます。

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル



十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
、

江
戸
川
区
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

協
議
会
の
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る

「
友
好
都
市
　
鶴
岡
市
ふ
れ
あ
い
ツ

ア
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

朝
七
時
半
に
江
戸
川
区
を
出
発

し
、
高
速
道
路
を
ひ
た
す
ら
走
る
バ

ス
の
中
は
、
話
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
休
憩
と
昼
食
タ

イ
ム
三
十
分
の
強
行
バ
ス
旅
で
し
た

が
、
景
色
が
少
し
ず
つ
秋
色
に
変
わ

り
湯
殿
山
に
入
る
と
思
い
が
け
ず
の

紅
葉
に
歓
声
が
上
が
り

“来
た
よ
山

形
”
で
し
た
。

見
慣
れ
た
？
鶴
岡
市
内
に
入
り
致

道
博
物
館
な
ど
城
下
町
の
面
影
を
車

窓
に
、
第
一
の
目
的
地
　
鶴
岡
市
役

所
に
到
着
。
関
係
者
の
方
々
の
歓
迎

を
頂
く
中
、
市
長
さ
ん
へ
の
表
敬
訪

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦

時
中
、
当
時
の
小
学
生
を
学
童
疎
開

と
し
て
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
が
ご
縁
で
、
鶴
岡
市
と
江
戸
川
区

が
友
好
都
市
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

人
の
つ
な
が
り
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら

れ
ず
、
こ
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続

き
ま
す
よ
う
に
、
と
心
で
祈
り
ま
し

た
。次

に
訪
れ
た
、
松
ヶ
岡
史
跡
の
大

蚕
室
を
利
用
し
た
庄
内
映
画
村
資
料

館
で
は
、
鶴
岡
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た

と
い
う
数
々
の
映
画
の
写
真
パ
ネ

ル
、
セ
ッ
ト
な
ど
に
ふ
れ
、
感
動
の

場
面
が
想
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
伏
温
泉
ゆ
ぽ
か
」
で
、
ほ
っ

こ
り
と
し
た
お
風
呂
に
入
り
、
今
回

の
ツ
ア
ー
の
目
玉
、
羽
黒
山
宿
坊

「
大
聖
坊
」
に
到
着
。
大
自
然
の
中

に
し
っ
か
り
マ
ッ
チ
し
た
坊
に
入

り
、
仏
教
プ
ラ
ス
神
道
の
『
神
仏
習

合
』
が
祀
ら
れ
た
神
前
に
て
第
十
三

代
ご
当
主
星
野
文
紘
氏
よ
り
、
日
本

人
に
と
っ
て
の
「
山
の
思
想
」
と
題

し
て
御
講
話
を
賜
り
、
山
伏
修
行
の

お
話
と
共
に
、
人
が
生
き
て
ゆ
く
上

で
の
山
か
ら
の
恵
み
、
次
代
へ
と
受

け
継
い
で
ゆ
く
た
め
の
魂
の
お
話

し
、
神
仏
習
合
の
歴
史
、
出
羽
三
山

の
多
く
の
不
思
議
等
々
貴
重
な
お
話

を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
鶴
岡
の
皆
さ
ん
方
と
の

交
流
会
は
鶴
岡
の
お
酒
の
大
盃
体
験

に
始
ま
り
、
精
進
料
理
の
珍
し
く
楽

し
い
お
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
食
べ
た
の
は
ア
ケ
ビ
の
実
？

の
煮
物
で
す
。
都
内
で
は
ア
ケ
ビ
そ

の
も
の
が
珍
し
い
の
で
す
が
、
ア
ケ

ビ
は
種
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
食
べ
る
事
し

か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
と
て
も

ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

鶴
岡
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
発
表
を
伺
い
、
若
い
方
々
が

参
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
学
ぶ
と
こ

ろ
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
交

流
会
が
何
年
も
続
い
て
い
る
こ
と

で
、
顔
見
知
り
の
人
達
と
逢
う
と
親

戚
に
会
え
た
気
分
で
、
別
れ
難
か
っ

た
で
す
。

坊
の
静
け
さ
の
夜
、“
枕
投
げ
で

も
”と
言
っ
て
い
た
の
に
、
布
団
を

敷
い
た
ら
全
員
静
か
に
就
寝
、
気
が

つ
い
た
ら
朝
で
し
た
。

二
日
目
は
朝
の
勤
行
に
参
加
し
、

心
清
ら
か
に
「
大
聖
坊
」
を
後
に
し
、

山
伏
さ
ん
の
案
内
で
平
安
時
代
・
平

将
門
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
国

宝
五
重
塔
を
見
学
。
杉
並
木
の
中
で

荘
厳
に
建
つ
塔
は
均
整
の
と
れ
た
美

し
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
守
り
続
け
た
人
々
の
偉
大
さ
に
も

感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
加
茂
水
族
館
で
色
々
な

ク
ラ
ゲ
の
神
秘
的
な
姿
に
う
っ
と

り
…最

後
に
庄
内
観
光
物
産
館
で
思
い

思
い
の
お
土
産
を
た
く
さ
ん
買
っ

て
、
お
世
話
に
な
っ
た
鶴
岡
市
の
副

市
長
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
、
羽
黒
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し

つ
つ
、
ま
た
来
る
日
を

楽
し
み
に
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
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広報

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
協
議
会

友
好
都
市
鶴
岡
市
　
訪
問
記

平
成
二
十
一
年
か
ら
始

ま
っ
た
鶴
岡
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
交
流
は
、

隔
年
ご
と
に
訪
問
し
あ
い

交
流
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
江
戸
川
か
ら
布

絵
本
と
「
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
タ

オ
ル
」
づ
く
り
用
の
タ
オ

ル
を
持
参
し
、
鶴
岡
市
の

保
育
園
に
贈
る
な
ど
、
交

流
の
輪
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
を
旅
し
て

高
橋
伸
予

鶴岡市役所で

宿坊での交流会

加茂水族館のクラゲ 羽黒山で山伏と


